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2022年7月9日（土） ‒  7月19日（火） 
11:00-19:00　日曜休み 、土曜アポイントメントのみ 

会場　
玉川大学STREAM HALL 2019 ２階　200Aスクエア 　  
アーティスト・トーク
7月11日（月）　17:00-18:00 
  
パフォーマンス 
7月19日（火）　17:00-　 
パスカル・ウェーバー（Pascale Weber）、
クレアシオン桂（Katsura CreaSion）/ 尺八、
朱鷺たたら（Tatara Toki）/ 篠笛、
リー・ジョナサン F（Johnathan F. Lee）/ 打楽器、
学生有志（芸術学部、農学部、他） 

〔TAG(=Tamagawa Art Gallery Projects) とは〕 
玉川大学芸術学部の教員と学生が中心になって企画・運営する、主として美術分野に関するさまざまなプロジェクトの総称です。 

Twitter　　｜ https://twitter.com/tagprojects　
Facebook  ｜ https://www.facebook.com/TAGprojects 
〔企画・運営〕 玉川大学芸術学部（http://www.tamagawa.ac.jp/college_of_arts/） 
〔   助   成   〕 2022年度芸術学部共同研究「媒体としての空間：大学内オルタナティヴ・スペースの運営による、実践的な芸術教育に関する継続研究」 
〔お問い合わせ〕 042-739-8119 / ae.art@art.tamagawa.ac.jp ( 担当：工藤 ) 

Pascale Weber （パスカル・ウェーバー）
フランス在住、アーティスト、エッセイスト、
パンテオン・ソルボンヌ大学（パリ）芸術学部准教授。
2022年玉川大学にアーティスト・イン・レジデンスとして滞在。
レジデンス中に制作した陶芸とガラス作品を展示：
反転した風景。作品は、身体と水、土、空との繋がりを語っている。


